
 
 

 
 

講 師： 坂上 守 氏（坂上技術士事務所 所長）
≪講師略歴≫ 
プラスチック成形加工技術の総合コンサルタント。元 積水化学工業㈱理事 エンジニアリングプラスチック加工技術センター長を
歴任。長年,精密成形,射出成形技術,押出成形技術に従事し，とくに超世代二軸自己清掃型スクリュSMAPの発明で有名。プラスチッ
ク成形加工学会 理事,評議委員を歴任。 
≪講師から≫ 
プラスチック産業は激しいチャレンジの時代を迎えている。地球環境保全･温室ガス排出規制･安全性確保などで電気自動車の本格
普及,性能向上で増大する重量を相殺するさらなる軽量化が急務である。世界のプラスチック産業の大手材料メーカー，装置メーカー
は自動車OEMと組んで活発な共同開発を行っており，最多プラ材料PPの高性能化，次世代電気自動車に必須の高耐熱PA，および
炭素繊維熱可塑性コンポジットと新工法の開発がめざましい。 
本セミナーでは，これら世界の最新の技術と応用展開を多くの実例写真で紹介する。これらの珠玉の情報は日本の自動車部品技術
者，プラスチック材料技術者，成形技術者,マネージャーにとって，研究開発戦略立案の大きな道標となるとともに，実務の推進に大
きく役立つと信じている。 

◇講演プログラム◇
．世界の自動車産業におけるプラスチック技術の開発概要
活発化する世界の と ‐
・ ドイツ アメリカ

中国 ドイツ ドイツ
および各地のオートショーの展示内容を概観し傾向を探る。
． （全米プラスチック技術者協会）自動車部門による受賞
製品･技術 ‐ ‐
・ボディー外装 内装 シャーシ 電気システム 材料 動力経路
プロセス 安全各部門別の受賞製品群を車載モデル サプライ
ヤー 受賞理由など写真と合わせて紹介する。
．最新電気自動車におけるプラスチック技術の応用

手法による 車の部材と材
料の採用動向

・ のバッテリー センサー ワイヤリングハーネスなどの電
気･電子部品の紹介と将来の自動車におけるエレクトロニク
スについて展望する。
．自動車用プラスチック材料･部品の進展
高性能ポリプロピレン（ ）と最新応用製品

・ の コンパウンドとラジ
エータグリル インパネ ドアーパネルなどの解説を紹介す
る。

高性能ポリアミド（ ）と最新応用製品
・ の コンパウンドとフロントエンド エア
ーダクト シリンダーヘッドカバーなどの解説を紹介する。
．自動車部品の生産システム･工法の開発 軽量化構造体材料
および製造技術

年CAFÉ（アメリカ 企業別平均燃費）規制
炭素長繊維 連続･織物繊維コンポジットによるコックピッ
トの超軽量化
企業連合の取り組み
材料

装置 金型メーカー

ドレスデン工科大学
．自動車内装材の表面技術の源流から最新の動向まで
特殊名称“冠”射出成形技術の開発と応用

などが以下の内装表面
加飾技術を開発している。
・ 法･ 法･ 法･ 法
・ 法･ 法･ 法･ ･

法･デュオラミネーション法
これらについて解説する。
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